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赤い羽根共同募金にご協力いただきありがとうございました

春日地域 市島地域

戸別募金（世帯） 2,574世帯 2,093世帯

法人募金（事業所） 47件 43件

篤志募金（個人） 33件 2件

職域募金（職場内） 8件 6件

学校募金 8件 4件

募金箱 10件 11件

イベント・街頭募金 1件 1件

ご協力いただいた募金は、丹波市の地域福祉活動に役立てられます。

募金額の合計
2,043,107円（春日地域）
1,561,072円（市島地域）

街頭募金の様子

明けましておめでとうございます。2026年は 年です。力強く大きく翔る馬のように・・・。「何か新しいことを！」
と思いますが、無理せず飛びすぎないように暮らしていきたいです。今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

くらし応援隊養成講座のごあんない
高齢者の生活のちょっとした困りごとをお手伝いするボランティア活動です。活動の内容は、
掃除やゴミ出し、買い物などで、２日間の養成講座を受けていただきます。
まずは楽しい講座を受けて、イメージしてみませんか？

申込は開催前日までに連絡(氏名、住所、電話番号）

丹波市社会福祉協議会 丹波市ふだんのくらしサポートセンター
電 話 080-8546-8013 または 080-8546-8014
メール  fukusapo@tambawel.jp

【開催】
日時：令和8年3月5日(木)、6日(金)

午前10時～15時30分
場所：柏原福祉センター

※くらし応援隊として活動いただくには、２日間の受講が必要となります。
連続参加が難しい場合はご相談ください。

内容
・楽しいふくしの話
・認知症の話
・アイディア調理 など

・自分のためになる
＆

・誰かの役に立つ

街頭募金の様子



ボランティアグループ「めだかの会」の皆さんにご協力
いただき、７５歳以上のおひとり暮らしの方を対象に年
賀状の作成を行っていただきました。
年賀状じまいが増え、新年のあいさつの機会が少なく
なっている中、心を込めて作られた年賀状は、受け取ら
れた方にあたたかな気持ちを届けました。
今年も人と人とのつながりを大切にしながら、支えあい
のある地域づくりを進めていきたいと思います。
ご協力いただいた「めだかの会」の皆さんに心より感謝
申し上げます。（この事業は赤い羽根共同募金を活用しています。）

心をつなぐ年賀状

ステキな年賀状が届きました

～本年もよろしくお願いします～

30年以上にわたり活動を続けてきた
「かすがおもちゃライブラリー」が、
2025年度おもちゃの図書館財団より
表彰されました。
親同士、子ども同士が自然につながり
安心して過ごせる交流の場として親し
まれてきました。
ぜひ、気軽に遊びに来てくださいね！

今日はどんなおもちゃに出会えるかな

かすがおもちゃライブラリー
場所：ハートフルかすが
日時：第2土曜日9時30分～11時30分

市島中学校では、3年生が家庭科の授業で、福祉
の視点から防災を学ぶ学習を行いました。

初めての試みで、社協からは、器具をつけて高齢
による体の変化を体験する学習のお手伝いをし、市
民安全課や丹波市防災会から防災講話、煙の中の
移動や布担架作成など幅広く体験されました。

自分がその立場になった時、想像以上に大変であ
ることや、地域の中の支えあいの仕組みがあること
などをしっかり学ばれました。

ふだんのつながり＝支えあい＝防災 つづく＝つながる＝支援の輪

令和６年能登半島地震をきっかけに、市島地域
自治振興会長会では、地区ごとに行事などに
あわせ継続的に募金活動の支援をされています。

また市内の文化ホール運営を担われている
一般社段法人ネクストゼロ様からも、舞台などの
開催時に募金活動の協力をいただいております。

現在社協では下記の義援金窓口があります。
皆さまからの温かいご支援に、感謝いたします。

・

●令和６年能登半島地震災害義援金

●令和６年能登豪雨災害義援金

●令和７年８月豪雨義援金（熊本県）

●令和７年大分市佐賀関大規模火災義援金

●令和７年１２月青森県東方沖地震災害義援金
（R８.１/30まで）

※各義援金の受付期間は変更されることがあります。

・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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